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災害時の事業継続は企業の責務 
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福和　伸夫 

社
会
の
高
度
化
と
と
も
に 

リ
ス
ク
は
増
大 

ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ 

被
害
軽
減
に
備
え
を 

　
我
が
国
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
偏
在
が
進
む
中
、
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
と

地
震
の
活
動
期
を
迎
え
て
い
る
。
現
代
の
安
全
安
心
で
豊
か
な
社
会
を
持
続
さ
せ
、

次
世
代
に
受
け
継
ぐ
に
は
あ
ら
ゆ
る
組
織
や
国
民
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
・
人
為
災

害
に
対
し
て
組
織
や
社
会
を
持
続
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
災
害
時
の
企
業
の
事
業
継
続
性
は
、
関
連
企
業
、
顧
客
、
社
員
、
地
域
社
会
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

　
災
害
の
影
響
の
大
き
さ
は
被
害

の
全
体
量
に
加
え
、
単
位
時
間
・

単
位
面
積
当
た
り
の
被
害
量
と
対

応
力
と
の
比
で
決
ま
る
。
交
通
事

故
や
火
災
、
工
場
事
故
な
ど
は
自

然
災
害
に
比
べ
発
生
頻
度
が
多

く
、
全
国
各
地
で
毎
日
発
生
し
て

い
る
た
め
、
単
位
時
間
・
単
位
面

積
当
た
り
の
被
害
量
は
小
さ
い
。

こ
の
た
め
平
時
に
社
会
や
組
織
が

持
っ
て
い
る
力
で
対
応
で
き
る
場

合
が
多
い
。
 

　
こ
れ
に
対
し
、
単
位
時
間
・
単

位
面
積
当
た
り
の
被
害
量
が
よ
り

多
く
な
る
の
が
風
水
害
や
雪
害
で

あ
る
。
こ
の
９
月
２６
日
に
発
生
か

ら
５０
年
と
な
る
伊
勢
湾
台
風
発
生

以
降
は
、
防
災
対
策
の
進
展
も
あ

っ
て
、
個
々
の
災
害
規
模
は
小
さ

く
な
っ
て
い
る
。
 

　
一
方
、
１
９
９
５
年
に
連
続
し

て
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
や

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
は
、
局
地
的

で
は
あ
る
が
一
瞬
に
し
て
多
く
の

犠
牲
者
を
出
し
た
。
想
定
外
の
被

害
に
対
し
て
社
会
が
混
乱
し
、
日

本
社
会
の
危
機
管
理
の
在
り
方
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
さ
ら

に
２
０
０
１
年
の
９
・
１１
テ
ロ
や

１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
は
世

界
や
国
家
の
態
様
を
左
右
さ
せ
た

と
言
え
る
。
こ
の
１
年
話
題
と
な

っ
て
い
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問

題
も
こ
の
種
類
の
災
害
の
一
つ
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

　
予
測
で
き
て
い
る
災
害
に
対

し
、
被
害
を
抑
止
す
る
努
力
を
す

る
の
は
社
会
や
組
織
の
責
務
で
も

あ
る
。
今
世
紀
前
半
に
、
我
が
国

を
破
局
に
陥
れ
る
可
能
性
の
あ
る

災
害
の
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ
て

い
る
。
東
海
地
震
、
東
南
海
地

震
、
南
海
地
震
、
首
都
直
下
地
震

で
あ
る
。
 

　
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
震
の
今
後
３０

年
間
の
地
震
発
生
確
率
は
、
そ
れ

ぞ
れ
８７
％
（
参
考
値
）
、
６０
〜
７０

％
、
５０
〜
６０
％
、
７０
％
程
度
で
あ

る
。
中
央
防
災
会
議
が
実
施
し
た

被
害
予
測
調
査
に
よ
る
と
、
全
体

の
経
済
損
失
は
国
家
予
算
の
２
倍

に
も
及
び
、
社
会
が
持
っ
て
い
る

災
害
対
応
能
力
を
上
回
る
。
社
会

の
破
た
ん
を
回
避
す
る
に
は
被
害

量
を
抜
本
的
に
減
ら
す
し
か
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
災
害
被
害
を

１０
年
で
半
減
す
る
こ
と
を
誓
っ
た

地
震
防
災
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
。
 

　
一
方
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で

台
風
は
巨
大
化
し
豪
雨
を
頻
発
さ

せ
て
い
る
。
海
水
面
が
上
昇
す
れ

ば
高
潮
・
高
波
の
威
力
も
増
す
。

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、

堤
防
の
保
全
は
生
死
を
分
け
る
。

弱
体
化
し
た
建
設
業
の
現
状
で

は
、
巨
大
地
震
に
よ
り
崩
れ
た
河

川
堤
防
や
海
岸
堤
防
を
早
期
に
復

旧
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
大
地
震

の
続
発
に
加
え
、
大
型
台
風
や
豪

雨
な
ど
と
の
複
合
災
害
も
念
頭
に

お
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
災
害
の
様
相
は
、
生
活
の
営
み

方
と
災
害
に
対
す
る
社
会
の
耐
力

に
よ
っ
て
異
な
る
。
原
始
時
代
と

現
代
社
会
、
過
疎
地
と
人
口
密
集

地
、
発
展
途
上
国
と
先
進
国
と
の

災
害
像
の
違
い
を
考
え
れ
ば
良
く

分
か
る
。
生
活
を
便
利
で
豊
か
に

す
る
た
め
に
造
っ
た
人
工
物
が
壊

れ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
体
が
傷
つ

き
、
生
き
る
場
を
失
う
。
放
送
・

通
信
が
途
絶
す
れ
ば
危
険
・
安
全

情
報
が
届
か
な
い
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
途
絶
す
れ
ば
事
業
や
生
活
の

維
持
が
難
し
く
な
り
、
道
路
・
鉄

道
が
途
絶
す
れ
ば
人
と
物
の
輸
送

が
で
き
な
く
な
る
。
 

　
中
央
集
約
型
で
効
率
が
良
く
高

機
能
で
便
利
な
社
会
ほ
ど
、
そ
の

構
成
要
素
が
多
く
複
雑
に
絡
み
合

い
相
互
依
存
度
が
高
く
な
り
、
災

害
に
対
し
て
も
ろ
く
な
る
。
災
害

は
弱
い
と
こ
ろ
を
襲
う
。
相
互
依

存
度
が
高
く
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

（
冗
長
性
）
の
足
り
な
い
社
会
で

は
、
構
成
要
素
の
一
部
の
弱
点
が

全
体
に
波
及
し
や
す
く
な
る
。
停

電
が
広
域
か
つ
長
期
間
に
及
ん
だ

場
合
を
想
定
し
た
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
見
る
機
会
は
少
な

い
が
、
本
当
に
そ
れ
で
良
い
の
か

疑
問
が
残
る
。
 

　
戦
前
戦
後
の
地
震
活
動
期
と
現

代
社
会
を
比
較
す
る
と
事
前
の
備

え
の
大
切
さ
が
良
く
わ
か
る
。
都

市
へ
の
一
極
集
中
と
地
方
の
過
疎

化
に
よ
る
人
口
の
偏
在
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
喪
失
、
都
市
域

の
軟
弱
地
盤
・
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
の
拡
大
に
よ
る
揺
れ
・
液

状
化
・
水
害
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
の

増
加
、
家
屋
の
密
集
と
高
層
化
に

よ
る
延
焼
や
揺
れ
な
ど
の
リ
ス
ク

が
増
大
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
建
物
の
大
規
模
化
に
よ
る

同
時
被
災
者
の
増
大
や
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
・
公
共
交
通
機
関
・
情
報
通

信
へ
の
過
度
な
依
存
に
よ
る
喪
失

時
の
ダ
メ
ー
ジ
、
効
率
化
を
重
視

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ー
の
欠
如
、
少
子
高
齢

化
と
弱
者
単
独
世
帯
の
増
加
、
人

間
や
地
域
社
会
の
生
き
る
力
の
減

退
な
ど
、
自
然
・
人
工
・
社
会
・

人
間
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
 

　
災
害
被
害
の
軽
減
を
図
る
に

は
、
耐
震
化
や
家
具
固
定
な
ど
の

ハ
ー
ド
被
害
抑
制
の
た
め
の
災
害

軽
減
対
策
（
Ｍ
ｉ
ｔ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
）
、
災
害
時
の
対
応
力
を
身

に
つ
け
る
訓
練
や
備
蓄
、
事
業
継

続
計
画
策
定
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備
な
ど
の
ソ
フ
ト
的
な
事
前
の

準
備
（
Ｐ
ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｄ
ｎ
ｅ

ｓ
ｓ
）
が
必
要
だ
。
さ
ら
に
救

命
・
救
助
・
消
火
・
応
急
危
険
度

判
定
や
資
材
・
機
材
・
人
材
の
早

期
確
保
な
ど
の
被
害
波
及
を
最
小

限
に
抑
え
る
緊
急
・
応
急
対
応

（
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
）
、
そ
し

て
事
業
の
本
格
的
な
復
興
（
Ｒ
ｅ

ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
）
、
の
４
つ
の
フ

ェ
ー
ズ
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
 

　
４
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
の
重
要
度
は

災
害
種
類
や
災
害
規
模
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
巨
大
災
害
で
は
、
社

会
の
対
応
力
や
復
旧
・
復
興
力
を

は
る
か
に
超
え
る
被
害
と
な
る
た

め
、
事
業
の
継
続
の
た
め
に
は
事

前
の
対
策
が
重
要
と
な
る
。
社
員

お
よ
び
家
族
・
顧
客
・
地
域
住
民

の
生
命
の
安
全
と
非
常
時
の
人
員

確
保
、
組
織
の
重
要
情
報
と
情
報

シ
ス
テ
ム
の
保
全
、
社
屋
や
工

場
・
各
種
資
産
の
保
全
、
リ
ス
ク

の
移
転
と
資
金
の
確
保
な
ど
、
ヒ

ト
・
コ
ト
（
情
報
）
・
モ
ノ
・
カ

ネ
の
備
え
を
し
た
い
。
 

　
被
害
を
抜
本
的
に
軽
減
し
な
け

れ
ば
、
我
が
国
は
破
局
を
迎
え
、

次
世
代
や
国
際
社
会
に
対
し
て
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
我
が
国
の
す
べ

て
の
建
物
を
１０
年
で
耐
震
補
強
す

る
た
め
に
必
要
な
金
額
は
、
国
民

１
人
当
た
り
１
日
５０
円
程
度
で
あ

る
。
こ
の
お
金
を
出
せ
な
い
と
言

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
実
に
見

舞
わ
れ
る
巨
大
災
害
を
前
に
、
災

害
被
害
軽
減
の
成
否
は
私
た
ち
国

民
一
人
ひ
と
り
の
決
断
が
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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